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論文内容要旨
 ヤナギ属の種は変異性に富み,特徴となる形質が少ないことで分類の困難な植物群である。
 韓国産ヤナギ属の種は形態的形質の研究が行なわれていないために生物学研究の基本である種
 の認定が困難であり,関連の諸分野の研究が進展できない。韓国産ヤナギ属の種の輪郭を明ら
 かにするためには,まず,個々の種の形態的形質をできるだけ多く,かつ統一的に生活史を通
 して観察し,どの形質が種の識別に重要なのかを明らかにすることが必要である。
 本研究では韓国産ヤナギ属の種について,今までの研究を再検討すると共に,分類形質とし
 て利用できる新しい形質を見いだすために,生殖器官,栄養器官および花粉についての形質を
 比較検討した。その結果,次のような分類形質を認めることができた。
 1.生殖器官ヤナギ属植物は雌雄異株であり,生殖器官の特徴は雌植物と雄植物の特徴
 によって大きく異なっている。
 A.雄花:花糸は2本で難生および合着して1本になる種類,3本以上の種類に分かれる。
 更に花糸に毛があるかないかによって分けられる。
 B.雌花二子房表面の毛の有無,子房柄の長さ,花柱の長さ,柱頭の裂け方,胚珠の数,
 蜜腺の数,形,および大きさによって分けられる。
 C.雄花,雌花の両方に見られる形質:苞の形,大きさ,色で分けられる。
 2.栄養器官
 A.葉:葉身,葉柄,托葉は種間の違いがある。葉身で大きさ,全形および葉の先端と基
 部の形,鋸歯の有無および鋸歯の大きさに種間で差が見られる。托葉は種によって形が
 異なり,重要な識別形質である。葉柄は長さと毛の有無に差が見られる。
 B.小枝:小枝には毛がある種類と無毛の種類があり,稀に白蝋質を被る種類がある。
 C.冬芽:冬芽の鱗片が向軸側で合着せずに重なる種と完全に合着して帽子状になる種が
 ある。冬芽鱗片の形と色および毛の有無に差がある。
 3.花粉花粉の大きさと網目の大きさは幾つかの種間で異なり,畝の形と溝膜の微粒は
 種間で差が見られる。
 以上の形質に基づいて,次に韓国産ヤナギ属植物の亜属および節を再検討し,各分類群の記
 載を行なった。また,属内の種を区別する重要な形質をあげた。
 〔1〕Salix亜属
 韓国産Salix亜属の全ての種類は苞の色が淡色であり,花糸には毛がある。胚珠は4個,6-
 10個,あるいは30個以上の種に分かれる。花粉の畝は非常に尖り,溝膜に多角形の微粒を持つ
 グループと畝が鈍形で花粉粒が非常に小さく,溝膜に円形の小さな微粒を持つグループに分か
 れる。
 (1)Glandulosae節:子房は無毛,胚珠は10個,花糸は4-6本,花粉は小さくて畝は鈍形,
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 溝膜には円形の微粒がある。節内の種は葉の形,葉の基部と先端の形,鋸歯数/cm,葉脈
 の角度の差で区別できる。
 (2)Amygdalinae節:子房は無毛,胚珠は30-36個,花糸は3本,花粉は小さくて畝は鈍形,
 溝膜には円形の微粒がある。
 (3)Urbanianae節:子房は無毛,胚珠は4個,花糸は5本,花粉はより大きくて畝は非常に
 尖り,溝膜には多角形の微粒がある。
 (4)Pentandrae節:子房は無毛,胚珠は6-10個,花糸は5本,花粉はより大きくて畝は非
 常に尖り,溝膜には多角形の微粒がある。
 (5)Subalbae節:子房は有毛あるいは無毛,胚珠は4個,花糸は2本,花粉はより大きくて
 畝は非常に尖り,溝膜には多角形の微粒がある。節内の種は子房の毛の有無,花柱の長さ,
 葉形および小枝の性質によって区別できる。
 〔2〕Chamaetia亜属
 韓国産Chamaetia亜属の全ての種類は1m以下の低木で,柱頭は4裂し,2本の花糸をも
 つ。
 (1)Retusae節:子房は無毛,胚珠は6-8個,雄花の蜜腺は向軸側と背軸側に各々1個,花
 粉はやや長球形で他のヤナギ種に比べて非常に小さく,溝膜には円形の微粒があり,葉は
 円形あるいは楕円形で全縁である。
 (2)Myrtilloides節=子房は無毛,胚珠は6個,雄花の蜜腺は向軸側に1個,花粉は他のヤナ
 ギ種に比べて非常に細長い長球形,溝膜には楕円形の微粒があり,葉は狭楕円形で全縁あ
 るいは不明瞭な鋸歯がある。
 (3)Glaucae節:子房は有毛,胚珠は8-12個,雄花の蜜腺は向軸側と背軸側に各々1個,花
 粉はやや長球形,他のヤナギ種に比べて畝は平らなパターンを持ち,溝膜には多角形の微
 粒があり,葉は楕円形で全縁あるいは小鈍鋸歯がある。
 (4)Myrtosalix節=子房は無毛,胚珠は4個あり,雄花の蜜腺は向軸側と背軸側に各々1個,
 葉は円形あるいは楕円形,他のヤナギ種類に比べて非常に明瞭な鋭鋸歯をもつ。節内の種
 は葉の形,葉長比,葉の基部と先端の形によって区別できる。
 〔3〕Vetrix亜節
 韓国産Vetrix亜属の種類は子房が有毛稀に無毛,苞は2色,蜜腺は向軸側に1個,花糸は2
 本で離生稀に合着。
 (1)Vetrix節:葉は円形あるいは楕円形,胚珠は10-12個あるいは14-16個,子房柄は非常
 に長い。節内の種類は葉の表面に搬がなく,裏面は白蝋質を被り,冬芽は黄色からオレン
 ジ色の種類と葉の表面に織があり,裏面は白蝋質がなく,冬芽は褐色から赤褐色の種類に
 大きく分けられる。更に,前者の種類は葉形,葉の基部と先端の形,裏面の毛の状態,葉
 柄の長さによって種あるいは変種の区別ができる。後者の種類は花糸に毛の有無,柱頭の
 裂け方,葉形,葉の基部と先端の形,裏面の毛の状態,花粉の畝のタイプと網目の模様に
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 (2)Arbuscella節:低木,葉は円形あるいは楕円形,胚珠は2個,4個あるいは10-16個,
 柱頭は花柱より短い特徴をもつ。節内の種は葉形,粟穂の長さ,子房柄の長さ,蜜腺の長
 さ,胚珠の数によって区別できる。
 (3)Vimen節:葉は細長い線状披針形で外巻になり,子房柄は殆どなく,胚珠は4個あるい
 は12個,花柱は非常に長い。節内の種は花穂の長さと幅,苞の形と大きさ,胚珠の数,葉
 の長さと幅によって区別できる。
 (4)Subviminales節:葉は狭楕円形あるいは楕円形あるいは倒披針形,雄蕊は1本に合着
 し,胚珠は6個,子房柄は殆どなく,花柱は細長い。節内の種は葉形,葉の長さと葉柄の
 長さ,小枝と冬芽の毛の有無,子房柄と花柱の長さ,柱頭の裂け方,花粉の網目の大きさ
 によって区別できる。
 (5)Daphnella節二葉は卵状披針形あるいは狭楕円形,子房は有毛あるいは無毛,胚珠は6
 個,花柱は長い特徴を持つ。節内の種は葉形,葉の裏面と冬芽および小枝の白蝋質の有無,
 鋸歯数/cm,托葉の形,子房の毛の有無,子房柄の長さ,柱頭の裂け方,苞の腺点の有無,
 花粉の大きさと網目の大きさによって区別できる。
 (6)Incubaceae節:葉は互生または対生で,胚珠は4個,花柱は短く,花粉は他の種に比べ
 てより小さく,畝は鈍形,溝膜には円形の微粒がある。節内の種は葉の大きさ,葉の裏面
 の毛の状態,葉柄の長さ,托葉の形と大きさ,柱頭の長さによって区別できる。
 〔4〕Helix亜属
 花糸が1本に合着し,下半部に毛があり,花柱は非常に短い。
 (1)Helix節:葉は互生あるいは対生,葉形は線状披針形あるいは長楕円形あるいは線形,胚
 珠は6個の特徴を持つ。節内の種は葉の裏面の毛の有無,鋸歯数/cm,葉柄の長さ,托葉
 の有無,花柱の長さ,花粉の形と網目の大きさによって区別できる。
 今回の研究によると,韓国産ヤナギ属の種類は4亜属16節に分類できる。今まで韓国に知ら
 れている種の中で2種を除いて再検討を行ない,韓国に分布するヤナギ種として33種類(28種,
 14変種,2品種)と新しい4種を認めることができた。
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Table Infrageneric classification of Salix 
Genus Salix 
C I I Subgenus Salix A. Skv-
Sect. Glandulosae Kimura 
1_ S. chaerro,1eeloides Kimura 
la- var. pilosa (Nakai) Kimura 
Sect. Amygdalinae Koch 
2 . S, subfragilis Andersson 
Sect. Urbanianae (Seemen) Schneider 
3 . S_ maximowiczii Kom. 
Sect. Pentandrae (Borrer) Schneider 
4 . S. pseudopentaudra Flod. 
Sect. Subalbae Koidzumi 
5 . S. koreensis Anderss. 
6 . S. pseudo-!asiogyne L~veill6 
7. S. dependens Nakai 
8a. S. matsudana Koidzumi var. tortuosa Vill. 
C 2 ) Subgenus Chamaetia (Dum.) Nasarov 
Sect. Relusae Kerner 
9. S. rotulzdzfolia Trautv. 
Sect. Myrtilloides Koehne 
10. S. 17ry7~illoides L_ var. manshurica Nakai 
Sect. Glaucae Pax 
11. S. sericeo-ci,eerea Nakai 
Sect. Myrtosalix Kemer 
12. S_ berberzfolia Pallas 
12a. var. Brayi Trautv. 
C 3 1 Subgenus Vetrix Dumortier 
Sect. Vetrix Dumcurtier 
Subsect. Substriatae Goerz 
13. S. floderusii Nakai 
13a. var. floderusii f. manshurica Nakai 
13b. var. glabra Nakai 
13c. var. fuscescens Nakai 
14. New species A 
15. New species B 
16. New species C 
Subsect. Kuznetzowianae A. Skv. 
17. S. ishidoyana Nakai 
in the Korea and numerical list of taxa 
18. S. hallaisanensis L6veill6 
18a- var. Iongsfolia Nakai 
18b. var. orbicularis Nakai 
18c. var. orbicularis f. elole.gata Nakai 
Sect. Arbuscella Seringe ex Duby 
Subsect. Bicolores A. Skv. 
19. S. bicarpa Nakai 
20. S. Iftetafon,eosa Nakai 
~_1. S. orthostemma Nakai 
Sect. Vimen Dum, 
22. S. viminalis L. 
2?-a. var, Iileearzfolia Wimmer & Grabowski 
22b. var, abbreviata Doell 
23. S. siuzevii Seemen 
Sect. Subviminales (Seemen) Schneider 
24. S_ gracilistyla Miq. 
25. S. graciliglans Nakai 
26. S. blileii L6veill~ 
27. New species D 
Sect Daphnella Ser. ex Duby 
28. S. daphnvides Vill. 
28a. var. pomeranica Koch 
29_ S. rorida Lackschewitz 
30. S. roridaeformis Nakai 
31. S. kangensis Nakai 
3la. var. Ieiocarpa Kitagawa 
Sect. Incubaceae Kerner 
32a. S. sibirica Pallas var. brach~ipoda Nakai 
33. S. subopposita Miq. 
C 4 1 Subgenus Helix Dumortier 
Sect. Helix Dum. 
Subsect. Purpureae (Hayek) A_ Skv. 
34_ S. Gi!giana Seemen 
35. S. integra Thunb. 
36. S. koriyan(~gi Kimura ex Goerz 
37a. S. purpurea L. var. smithiana Trautv. 
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 論文審査の結果の要旨
1
 ヤナギ属植物は種の形態的特徴が少なく,形態の変異が多い。さらに,雌雄異種であり,花
 と葉が全く別の時期に成熟する種が多い。また種間の自然雑種が生まれやすい。このために,
 種子植物の中でも最も分類学的研究の遅れている植物群の一つである。特に,韓国のヤナギ属
 の種は形態的形質の研究が体系的に行われていないために,種が明確に認定されておらず,ヤ
 ナギ属植物の関係した生物学,農学,林学などの分野の研究も進展できない状況にある。この
 ため,韓国産ヤナギ属植物の種の輪郭を明らかにすることが,まず関連分野の研究の進展のた
 めの基礎として,必要である。朴完根提出の本論文は韓国産ヤナギ属植物の種の輪郭を明らか
 にすることを目的としたものである。
 この研究は,韓国で現地調査を行い,そこで多数のヤナギ属植物の研究用標本を作製し,東
 北大学で,それらの標本を本学理学部生物学教室に所蔵されるヤナギ属植物の標本および文献
 等の資料と併用して,為されたものである。まず,収集された多くの資料を肉眼,実体顕微鏡,
 光学顕微鏡および電子顕微鏡を用いて詳細に比較観察し,多くの形態的形質を選抜した。それ
 らの形質の変異を個々に調査して,変異の少ない種の識別形質として使える形質を発見するこ
 とを試みた。さらに,これらの有用形質に基づいて,韓国産ヤナギ属の亜属と節を記載した。
 本論文はこれらの結果を総合的にまとめたものである。
 まず,種の識別形質として,次のものを明らかにした。生殖器官では,1.雄花における花
 糸の数,有毛性および合着の程度,2.雌花における有毛性,子房柄の長さ,花柱の長さ,柱
 頭の形,胚珠の数および蜜腺の数と形,3.苞の形,色および大きさ,これらの形質が有用で
 あることを確認した。栄養器官では,1.葉の形,大きさおよび鋸歯の有無,托葉の形,およ
 び葉柄の長さと有毛性,2.若枝の有毛性,3.冬芽の合着性,鱗片の形,色,および有毛性,
 これらの形質が有用であることを確認した。花粉形質に関しては,サイズと表面模様パターン
 が種間の有用な識別形質であった。
 次に,前述の識別形質を韓国産ヤナギ属植物の亜属と節に適用し,1.Salix亜属およびここ
 に含まれる5節(Glandulosae,Amygdalinae,Urbanianae,PentandraeおよびSubalbae),2.
 Chamaetia亜属およびここに含まれる4節(Retusae,Myrti}10ides,Glaucaeおよび
 Myrtosalix),3.Vetrlx亜属およびここに含まれる6節(Vetrix,Arbuscella,Vimen,
 Subviminales,DaphnellaおよびIncubaceae),4.Helix亜属およびここに含まれる1節
 (Helix)の記載を改良した。
 さらに,以上の結果を基礎に韓国産のヤナギ属植物の全体を概観し,4亜属,16節,32種(4
 新種を含む),14変種,2品種を認めた。
 以上のとおり,朴完根提出の本論文は韓国産ヤナギ属植物の分類学的基礎を初めて築いたも
 のであり,この結果は,植物系統分類学に於ける重要な新知見であり,同時に韓国の植物学に
 大きく貢献する成果であると評価できる。また,この論文は,著者が自立して研究活動を行う
 一363一
 に必要な高度の研究能力と学識を有することをも示している。
 よって朴完根提出の論文は,博士(理学)の学位論文として合格と認める。
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